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年
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月
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製
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名
R
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万
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ハ
ン
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ハ
ン

ダ
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会
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名
新

富
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バ
ー

ナ
ー

株
式

会
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住

所
 

愛
知

県
豊

川
市

御
津

町
御

幸
浜

一
号

地
１

－
３

担
当

者
資

材
部

　
　

木
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昌

司
電
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0
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3
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5
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5
0
0
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F
A

X
0
5
3
3
-
7
5
-
5
0
3
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２
　

危
険

有
害

性
の

要
約

　
　

G
H

S
分

類
急

性
毒

性
(吸

入
：
気

体
）

区
分

外
生

殖
細

胞
変

異
原

性
区

分
2

発
ガ

ン
性

区
分

2
生

殖
毒

性
区

分
1
A

特
定

標
的

臓
器

毒
性

(反
復

暴
露

）区
分

1
ラ

ベ
ル

要
素

絵
表

示
注

意
喚

起
語

危
険

危
険

有
害

性
情

報
H

3
4
0
 遺

伝
性

疾
患

の
お

そ
れ

H
3
5
1
 発

が
ん

の
お

そ
れ

の
疑

い
H

3
6
0
 生

殖
能

ま
た

は
胎

児
へ

の
悪

影
響

の
お

そ
れ

H
3
7
2
 長

期
ま

た
は

反
復

暴
露

に
よ

る
臓

器
の

障
害

３
　

組
成

お
よ

び
成

分
情

報 物
  

  
質

  
  

名
錫

鉛
不

純
物

含
  

  
有

  
  

量
5
0
%

5
0
%

0
.1

2
％

以
下

Ｃ
Ａ

Ｓ
－

Ｎ
ｏ

7
4
4
0
-
3
1
-
5

7
4
3
9
-
9
2
-
1

分
子

式
S
n

P
b

不
純

物
は

B
i、

Z
n
、

F
e
、

A
l等

４
　

応
急

措
置

目
に

入
っ

た
場

合
清

浄
な

水
で

充
分

に
洗

眼
し

、
そ

の
後

必
要

に
応

じ
て

医
師

の
手

当
て

を
受

け
る

皮
膚

に
付

着
し

た
場

合
石

鹸
水

で
よ

く
洗

浄
す

る
。

吸
入

し
た

場
合

新
鮮

な
空

気
の

場
所

に
移

す
。

飲
み

込
ん

だ
場

合
直

ち
に

吐
出

し
、

そ
の

後
必

要
に

応
じ

て
医

師
の

手
当

て
を

受
け

る

５
　

火
災

時
の

措
置

消
火

方
法

:：
通

常
の

火
災

に
準

じ
た

被
覆

消
火

方
法

(金
属

溶
融

時
注

水
厳

禁
)

消
火

時
は

風
上

に
立

っ
て

発
生

ガ
ス

を
吸

入
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

消
火

剤
　

：：
防

火
砂

等

６
　

漏
出

時
の

措
置

漏
出

物
は

冷
却

後
掃

き
取

る
か

ま
た

は
掃

除
機

で
吸

い
取

り
、

空
容

器
等

に
回

収
す

る
。

回
収

物
は

 1
3
 の

廃
棄

上
の

注
意

に
従

い
処

分
す

る
。

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト



７
　

取
扱

い
お

よ
び

保
管

上
の

注
意

取
扱

い
 ：

素
手

で
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

必
要

に
応

じ
て

保
護

眼
鏡

、
マ

ス
ク

を
使

用
す

る
。

保
管

 　
：

冷
暗

所
に

保
管

す
る

。
設

備
対

策
：
局

所
排

気

８
　

ば
く
露

防
止

お
よ

び
保

護
措

置
許

容
濃

度
と

毒
性

物
  

  
質

  
  

名
大

気
中

濃
度

排
水

中
濃

度
錫

２
m

ｇ
/
㎥

２
m

ｇ
/
㎥

鉛
5
0μ

g/
㎥

0
.1

m
ｇ
/
㎥

μ
g

（
マ

イ
ク

ロ
グ

ラ
ム

）

設
備

対
策

：
使

用
時

は
局

所
排

気
を

行
な

う
。

保
護

具
 
：
保

護
手

袋
を

使
用

す
る

。
　

必
要

に
応

じ
て

保
護

眼
鏡

、
マ

ス
ク

を
使

用
す

る
。

９
　

物
理

的
お

よ
び

化
学

的
性

質
外

観
金

属
線

揮
発

性
：
な

し
金

属
融

点
　

1
8
3
℃

～
2
1
5
℃

比
重

　
：
8
.9

溶
解

度
 水

に
対

し
て

な
し

引
火

点
：
な

し
発

火
点

な
し

可
燃

性
：
な

し
発

火
性

(自
然

発
火

性
、

水
と

の
反

応
性

)無
し

酸
化

性
な

し
燃

焼
生

成
物

：
な

し

1
0
　

安
定

性
お

よ
び

反
応

性
安

定
性

、
反

応
性

:常
温

で
は

安
定

。
金

属
な

の
で

強
酸

、
強

酸
化

剤
と

は
反

応
す

る
。

1
1
　

有
害

性
情

報
皮

膚
腐

食
性

　
　

　
　

：
　

知
見

無
し

刺
激

性
(皮

膚
、

眼
)　

：
　

知
見

無
し

感
作

性
　

　
　

　
　

　
　

：
　

知
見

無
し

急
性

毒
性

　
　

　
：
　

〔
鉛

〕
四

肢
の

麻
痺

が
特

徴
で

顔
面

蒼
白

、
嘔

吐
、

下
痢

、
　

　
　

　
　

血
便

、
脈

頻
、

腎
障

害
を

起
こ

し
、

1
～

 2
日

で
死

亡
す

る
。

亜
急

性
毒

性
　

　
：
　

知
見

無
し

慢
性

毒
性

　
　

　
　

：
〔
鉛

〕
疲

労
、

頭
痛

、
四

肢
の

感
覚

障
害

、
痙

攣
、

　
　

　
　

　
排

尿
障

害
な

ど
を

起
こ

す
。

ガ
ン

原
性

　
　

　
　

：
　

知
見

無
し

変
異

原
性

(微
生

物
、

染
色

体
異

常
):
　

：
　

知
見

無
し

生
殖

毒
性

　
：
　

:知
見

無
し

催
奇

形
性

 　
：
　

知
見

無
し

そ
の

他
 　

　
　

：
　

知
見

無
し

1
2
　

環
境

影
響

情
報

移
動

性
　

：知
見

無
し

残
留

性
/
分

解
性

　
：
知

見
無

し
生

体
蓄

積
性

　
：
　

知
見

無
し

生
体

毒
性

　
：
　

知
見

無
し



1
3
　

廃
棄

上
の

注
意

都
道

府
県

知
事

の
認

可
を

受
け

た
産

業
廃

棄
物

業
者

に
委

託
す

る
。

金
属

成
分

に
つ

い
て

は
ﾘ
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

可
能

。

1
4
　

輸
送

上
の

注
意

国
連

番
号

　
：
　

非
該

当
海

洋
汚

染
物

質
　

：
　

非
該

当
輸

送
の

特
定

の
安

全
対

策
及

び
条

件
運

搬
に

際
し

て
は

転
倒

、
落

下
、

損
傷

が
無

い
様

に
積

み
込

み
、

荷
崩

れ
の

防
止

を
確

実
に

行
う

。

1
5
　

適
用

法
令

労
働

安
全

衛
生

法
施

行
令

第
1
8
条

の
2
　

3
2
2
 す

ず
及

び
そ

の
化

合
物

施
行

令
第

1
8
条

の
2
　

4
1
1
 鉛

及
び

そ
の

無
機

化
合

物
鉛

中
毒

予
防

規
則

第
1
条

P
R

T
R

法
第

1
種

指
定

化
学

物
質

　
政

令
番

号
3
0
4
　

鉛
 5

0
%

そ
の

他
法

令 大
気

汚
染

防
止

法
 施

行
令

第
1
条

 (
有

害
物

質
)　

鉛
お

よ
び

そ
の

化
合

物
水

質
汚

濁
防

止
法

 施
行

令
第

2
条

 (
有

害
物

質
)　

鉛
及

び
そ

の
化

合
物

下
水

道
法

施
行

令
第

9
条

の
4
　

鉛
及

び
そ

の
化

合
物

土
壌

汚
染

対
策

法
 施

行
令

 第
1
条

の
1
9
 鉛

及
び

そ
の

化
合

物

1
6
　

そ
の

他
の

情
報

参
考

資
料

J
IS

 Z
 7

2
5
2
　

G
H

S
に

基
づ

く
化

学
物

質
等

の
分

類
方

法
J
IS

 Z
 7

2
53

G
H

S
に

基
づ

く
化

学
品

の
危

険
有

害
性

情
報

の
伝

達
方

法
'-

ラ
ベ

ル
, 
作

業
場

内
の

表
示

及
び

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト

(S
D

S
)

こ
の

情
報

は
正

確
を

期
し

て
い

ま
す

が
、

保
証

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

個
々

の
使

用
に

対
す

る
使

用
条

件
や

製
品

の
適

正
な

注
意

喚
起

や
安

全
な

取
扱

い
を

行
っ

て
下

さ
い

。
こ

の
情

報
の

使
用

及
び

使
用

結
果

に
つ

い
て

は
使

用
者

の
責

任
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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0
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0

F
A

X
0
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3
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-
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0
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２
　

危
険

有
害

性
の

要
約

有
害

性
情

報
危

  
険

  
性

  
：
 消

防
法

危
険

物
　

第
４

類
第

３
石

油
類

（
水

溶
性

）
皮

膚
腐

食
性

：
　

皮
膚

組
織

を
腐

食
す

る
。

刺
激

性
　

　
：
　

眼
、

皮
膚

、
粘

膜
を

刺
激

す
る

。
急

性
毒

性
　

：
　

知
見

な
し

　
　

　
　

　
　

環
境

影
響

分
解

性
　

　
：
　

易
生

分
解

性
あ

り
蓄

積
性

　
　

：
　

殆
ど

な
し

ラ
ベ

ル
要

素
絵

表
示

注
意

喚
起

語
危

険

３
　

組
成

お
よ

び
成

分
情

報 化
　

　
学

  
  

名
グ

リ
セ

リ
ン

臭
化

水
素

酸
　

　
臭

化
水

素
酸

単
体

の
S
D

S
含

  
  

有
  

  
量

8
8
%

1
2
%

  
 　

は
別

紙
の

通
り

Ｃ
Ａ

Ｓ
－

Ｎ
ｏ

5
6
-
8
1
-
5

1
0
0
3
5
-
1
0
-
6

４
　

応
急

措
置

目
に

入
っ

た
場

合
  

 ：
  

直
ち

に
清

水
で

1
5
分

以
上

水
洗

し
専

門
医

の
診

断
を

受
け

る
皮

膚
に

付
着

し
た

場
合

：
石

鹸
で

十
分

洗
浄

し
､必

要
に

応
じ

専
門

医
の

診
断

を
受

け
る

吸
入

し
た

場
合

  
  

  
  

  
：
　

鼻
を

か
ん

で
、

う
が

い
を

す
る

飲
み

込
ん

だ
場

合
  

  
  

：
水

で
よ

く
口

の
中

を
洗

い
、

吐
か

せ
る

５
　

火
災

時
の

措
置

消
火

方
法

 ：
 初

期
の

火
災

に
は

水
の

噴
霧

、
炭

酸
ガ

ス
、

ド
ラ

イ
ケ

ミ
カ

ル
な

ど
の

　
　

　
　

　
　

　
　

消
火

器
を

用
い

る
。

大
規

模
火

災
の

際
に

は
泡

消
化

剤
な

ど
で

空
気

を
　

　
　

　
　

　
　

　
遮

断
す

る
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

燃
焼

す
る

と
炭

素
酸

化
物

が
発

生
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

元
来

フ
ラ

ッ
ク

ス
は

火
気

と
共

存
す

る
も

の
で

す
か

ら
、

作
業

現
場

に
は

　
　

　
　

　
　

　
　

　
消

化
剤

及
び

保
護

具
を

備
え

て
く
だ

さ
い

。

６
　

漏
出

時
の

措
置

  
 付

近
の

着
火

源
を

取
り

除
き

、
風

下
の

人
を

待
避

さ
せ

る
。

  
 露

出
液

を
密

閉
容

器
に

集
め

、
残

留
液

を
砂

ま
た

は
不

活
性

吸
収

剤
に

吸
収

さ
せ

て
  

 安
全

な
場

所
に

移
す

。
  

 決
し

て
露

出
液

を
下

水
や

側
溝

等
に

流
し

て
は

な
ら

な
い

。
  

 [
少

量
漏

れ
た

場
合

］
布

で
拭

き
取

る
か

、
土

砂
を

か
け

て
染

み
込

ま
せ

る
か

、
  

  
捕

集
剤

を
使

用
し

て
回

収
す

る
。

  
 [

多
量

に
漏

れ
た

場
合

］
土

砂
で

流
れ

を
止

め
、

安
全

な
場

所
に

導
い

て
回

収
す

る
。

  
 回

収
作

業
の

際
に

は
必

ず
保

護
具

を
着

用
し

、
風

上
か

ら
作

業
す

る
。

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト



７
　

取
扱

い
お

よ
び

保
管

上
の

注
意

取
り

扱
い

：
換

気
の

良
い

場
所

で
行

う
。

可
能

で
あ

れ
ば

保
護

具
（
手

袋
、

マ
ス

ク
）
を

着
用

す
る

　
　

　
　

　
　

作
業

終
了

後
は

速
や

か
に

洗
面

、
う

が
い

等
を

行
い

フ
ラ

ッ
ク

ス
を

洗
い

流
す

保
  

  
  

管
 ：

冷
暗

所
に

密
封

保
管

し
高

温
物

を
近

づ
け

な
い

８
　

ば
く
露

防
止

お
よ

び
保

護
措

置
管

理
濃

度
 ：

 -
許

容
濃

度
 ：

 １
０

ｍ
ｇ
/
㎥

（
グ

リ
セ

リ
ン

ミ
ス

ト
と

し
て

）
設

備
対

策
 ：

 排
気

設
備

の
あ

る
所

で
、

換
気

を
し

な
が

ら
取

り
扱

う
保

護
具

　
：
　

 保
護

眼
鏡

 ：
ゴ

ー
グ

ル
型

眼
鏡

等
  

　
　

　
　

　
　

 保
護

手
袋

 ：
ゴ

ム
手

袋
等

  
　

　
　

　
　

　
 保

護
衣

  
  

：
着

用
　

　
　

　
　

　
　

そ
の

他
　

　
：
防

塵
マ

ス
ク

９
　

物
理

的
お

よ
び

化
学

的
性

質
形

  
 態

 ：
 無

色
ま

た
は

淡
褐

色
の

液
体

沸
  

 点
 ：

 ２
９

０
℃

比
  

 重
 ：

 1
.2

5
溶

解
度

 ：
 水

２
０

℃
　

　
∞

引
火

点
 ：

  
３

４
５

℃
  

  
 発

火
点

 ：
 ４

２
９

℃
  

 引
火

性
液

体
  

  
 

発
火

性
 ：

 自
然

発
火

性
、

水
と

の
反

応
性

な
し

酸
化

性
 ：

 な
し

1
0
　

安
定

性
お

よ
び

反
応

性
自

己
反

応
性

及
び

爆
発

性
 ：

 特
に

な
し

安
定

性
、

反
応

性
 ：

 通
常

の
状

態
で

は
安

定
で

あ
る

。

1
1
　

有
害

性
情

報
皮

膚
腐

食
性

 ：
 皮

膚
組

織
を

腐
食

す
る

刺
激

性
（
皮

膚
、

目
）
：
 眼

、
皮

膚
、

粘
膜

を
刺

激
す

る
。

急
性

毒
性

：
知

見
な

し

1
2
　

環
境

影
響

情
報

分
解

性
：
易

生
分

解
性

あ
り

蓄
積

性
：
殆

ど
な

し

1
3
　

廃
棄

上
の

注
意

取
り

扱
い

及
び

保
管

上
の

注
意

の
項

の
記

載
に

よ
る

他
，

引
火

性
液

体
に

関
す

る
一

般
的

注
意

事
項

に
よ

る
。

低
濃

度
排

水
は

活
性

汚
泥

等
で

処
理

し
て

く
だ

さ
い

。

1
4
　

輸
送

上
の

注
意

陸
上

輸
送

：
4
千

リ
ッ

ト
ル

以
上

は
消

防
法

危
険

物
に

該
当

海
上

及
び

航
空

輸
送

：
非

危
険

物
そ

の
他

：
引

火
性

液
体

「
火

気
厳

禁
」



1
5
　

適
用

法
令

消
防

法
危

険
物

：
第

４
類

第
３

石
油

類
（
指

定
数

量
4
千

リ
ッ

ト
ル

）
毒

劇
物

法
：
該

当
せ

ず
安

全
衛

生
法

：
知

見
な

し

1
6
　

そ
の

他
の

情
報

調
査

文
献

：
食

品
添

加
物

公
定

書
解

説
注

意
：
危

険
、

有
害

性
の

評
価

は
必

ず
し

も
十

分
で

な
い

の
で

、
取

り
扱

い
に

は
十

分
注

意
願

い
ま

す
。

こ
の

情
報

は
新

し
い

知
見

ま
た

は
試

験
な

ど
に

よ
り

改
定

さ
れ

る
事

が
あ

り
ま

す
。


